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平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

28

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
４
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
人
口
減

２８

少
、超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
に
よ
る
持
続

可
能
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
た

各
種
事
業
を
実
施
し
、
時
期
を
捉

え
た
事
業
を
展
開
し
た
と
評
価
す

る
。
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
を
予

算
の
柱
ご
と
に
意
見
を
述
べ
る
。

「
元
気
の
力
」で
は
、
い
ず
み
保
育

園（
分
園
）の
整
備
助
成
を
始
め
、

既
設
保
育
所
の
定
員
増
を
図
る
な

ど
、
子
育
て
す
る
な
ら
綾
瀬
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
。「
産
業
の
力
」で
は
、市
内
産
業

を
活
性
化
す
る
た
め
、
中
小
企
業

へ
の
受
注
拡
大
や
設
備
導
入
へ
の

支
援
に
よ
り
、
経
営
基
盤
強
化
や

競
争
力
を
向
上
さ
せ
、
市
内
産
業

の
持
続
的
な
発
展
が
図
れ
た
と
評

価
す
る
。「
教
育
文
化
の
力
」で
は
、

神
崎
遺
跡
は
公
園
の
一
部
が
開
園

し
、
資
料
館
で
は
歴
史
学
習
が
始

ま
っ
た
。
来
館
者
が
す
で
に
一
万

人
を
超
え
、今
後
は
、再
来
館
者
獲

得
の
た
め
、
魅
力
あ
る
事
業
の
展

開
を
期
待
す
る
。「
環
境
の
力
」で

は
、
焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
た
木

製
家
具
を
固
形
燃
料
化
す
る
こ
と

で
、
資
源
活
用
や
高
座
清
掃
施
設

組
合
の
負
担
金
の
削
減
も
図
れ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。「
安
全
安
心
の

力
」で
は
、準
用
河
川
比
留
川
遊
水

地
整
備
は
、
周
辺
住
民
が
整
備
を

望
ん
で
お
り
、市
民
の
安
全
、安
心

確
保
の
た
め
に
着
実
に
整
備
を
進

め
、　

年
度
末
の
完
成
を
お
願
い

２９

す
る
。今
後
も
、市
長
が
掲
げ
る
活

力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬
の
実
現

に
向
け
、
ま
い
進
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
志
政
あ
や
せ
）

●
平
成　

年
度
決
算
の
主
な
新

２８

規
・
拡
充
事
業
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
。　

年
度
か
ら
整
備
工
事

２８

を
進
め
て
き
た
、
保
健
福
祉
プ
ラ

ザ
は
、
本
市
の
少
子
高
齢
化
対
策

や
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
。市
は
、医
療
機
関
誘
致
に
向

け
て
、
人
工
腎
臓
装
置
導
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
、
人
工
透
析
医

療
機
関
の
市
内
へ
の
開
設
誘
導
を

実
現
し
た
。
市
内
の
透
析
患
者
が

よ
り
身
近
で
医
療
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
評
価
す
る
。
生
活
保
護
世

帯
や
生
活
困
窮
世
帯
の
中
学
生
に

対
し
、学
習
支
援
の
ほ
か
、市
内
公

共
施
設
で
の
居
場
所
づ
く
り
を
実

施
し
た
こ
と
は
、
貧
困
連
鎖
の
歯

止
め
に
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

本
市
初
と
な
る
公
設
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
綾
瀬
小
学
校
、
綾
西

小
学
校
区
内
に
開
設
し
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
が
着
実
に
進

ん
だ
。
教
育
文
化
の
振
興
で
は
、

学
校
図
書
館
へ
の
学
校
司
書
を
配

置
さ
せ
る
こ
と
で
児
童
・
生
徒
が

身
近
に
本
と
親
し
む
機
会
が
増
え
、

読
書
活
動
を
推
進
し
た
。さ
ら
に
、

中
学
校
に
非
常
勤
教
員
を
増
員
し
、

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が

着
実
に
推
進
し
て
い
る
も
の
と
評

価
す
る
。
今
後
も
扶
助
費
の
増
加

や
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
る
中
、

健
全
な
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

●
平
成　

年
度
決
算
を
総
合
戦
略

２８

の
４
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
意
見

を
述
べ
る
。
「
出
産
・
子
育
て
環

境
の
向
上
」
で
は
、
新
た
に
開
始

し
た
紙
お
む
つ
等
支
給
事
業
で
多

子
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
に

向
け
て
民
間
保
育
所
の
誘
導
に
も

取
り
組
み
、
着
実
に
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
結
婚
に
期
待

が
持
て
る
意
識
づ
く
り
を
推
進
し

た
。
「
稼
ぐ
力
持
つ
産
業
・
仕
事

の
創
出
」
で
は
、
農
業
団
体
が
行

っ
た
綾
瀬
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
へ
の
助
成
、
地
方
創

を
維
持
し
、
引
き
続
き
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
、

経
済
動
向
に
注
視
し
、
計
画
的
な

事
業
執
行
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
イ
ン
タ

２８

ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
、
保
健
福
祉
プ

ラ
ザ
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
や

子
育
て
支
援
関
連
予
算
、
臨
時
福

祉
給
付
金
な
ど
社
会
保
障
費
の
増

に
よ
り
人
口
減
少
の
克
服
や
持
続

可
能
な
行
政
運
営
を
行
っ
た
。
歳

入
で
は
、
市
税
全
体
で
は
増
収
と

な
っ
た
が
、
厚
木
基
地
の
空
母
艦

載
機
部
隊
の
岩
国
移
駐
に
伴
う
調

整
交
付
金
や
特
定
防
衛
施
設
調
整

交
付
金
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
も
自
主
財
源
確
保
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。歳
出
で
は
、総

務
費
は
、
地
域
活
性
化
応
援
寄
附

金
制
度
を
創
設
し
、
市
内
産
業
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

一一
般般
会会
計計
決決
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論

賛賛

成成

財
源
確
保
に
つ
な
が
る
と
期
待
す

る
。
民
生
費
は
、
い
ず
み
保
育
園

（
分
園
）の
整
備
助
成
を
は
じ
め
と

し
て
、
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
整
備
な
ど
連
動
し
た
課
題
で
あ

る
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

の
環
境
づ
く
り
が
前
進
し
た
。
土

木
費
は
、（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
や
準
用

河
川
比
留
川
浸
水
対
策
な
ど
緊
急

性
の
あ
る
事
業
を
進
め
た
。
い
ず

れ
の
事
業
も
都
市
基
盤
と
し
て
重

要
な
た
め
、
早
急
な
事
業
促
進
を

希
望
す
る
。教
育
費
は
、神
崎
遺
跡

資
料
館
が
、
よ
り
一
層
魅
力
あ
る

施
設
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

な
ど
で
集
客
力
を
高
め
市
の
郷
土

愛
を
育
む
場
と
し
て
の
利
用
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
、
活

力
あ
る
持
続
可
能
な
都
市
を
目
指

し
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
要

望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
や
ブ
ラ

ン
ド
新
商
品
開
発
支
援
事
業
に
取

り
組
ん
だ
。
本
市
の
経
済
全
体
を

活
性
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
都
市
と
す
る
に
は
必
要

な
事
業
で
あ
り
高
く
評
価
す
る
。

「
交
流
人
口
の
取
り
込
み
」
で
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
ロ
ケ
誘
致
が

交
流
人
口
の
増
加
と
知
名
度
向
上

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
あ
や
せ

と
ん
す
き
メ
ン
チ
に
よ
る
経
済
効

果
も
出
始
め
、
ロ
ケ
を
起
爆
剤
と

し
た
市
内
商
業
の
さ
ら
な
る
発
展

に
期
待
す
る
。
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、　

年
４
月
に
開
設
し

２８

た
健
康
度
見
え
る
化
コ
ー
ナ
ー

は
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
お

り
、
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
さ

ら
な
る
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

　

年
度
決
算
で
達
成
し
た
成
果
を

２８
　

年
度
以
降
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

２９活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬
の
実

現
を
願
い
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

昨年との比較
歳出決算額会　計　名

伸び率増減

２．０％５億５，０８５万円２８３億５，８４４万円一 般 会 計

△２．４％△２億６，６１５万円１０７億９，２２４万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

△１７．３％△６億４，８４６万円３０億９，１１５万円下 水 道 事 業

△１１．３％△４，７１５万円３億７，０７２万円深谷中央特定土地区画整理事業

３．９％１億６，２９７万円４３億３，８４２万円介 護 保 険 事 業

１０．３％８，４６８万円９億１，０２３万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

△３．５％△７億１，４１１万円１９５億２７６万円計

△０．３％△１億６，３２７万円４７８億６，１２０万円合　　　計

平成２８年度各会計の決算規模

【市税】１２９億８，０１１万円 

【財産収入・寄附金・ 
　繰入金・諸収入】 
 １５億４，７６０万円 

【繰越金】 
　　７億６，７３０万円 

【分担金及び負担金】 
　　２億７，６１２万円 

【使用料及び手数料】 
　　１億４，３６８万円 

【民生費】 
　　１１１億３，４９１万円 

【土木費】 
　　５９億８，６８８万円 

【総務費】 
　　３１億５３万円 

【教育費】 
　　２２億３，１７９万円 

【衛生費】 
　　２１億１，４３９万円 

【公債費】 
　　１５億６，２０２万円 

【消防費】 
　　１０億９，７９５万円 

【その他】 
　　１１億２，９９７万円 

【国・県支出金】 
　　８３億９，０４２万円 

【地方消費税交付金・ 
　地方特例交付金・ 
　地方交付税など】 
 ２７億３，８５０万円 

【国有提供施設等 
　所在市町村助成 
　交付金等】 
 １２億３，５５０万円 

【市債】９億８，４８０万円 

【諸収入】 
　　１億８，２７８万円 

【地方譲与税】 
　　１億６，９８９万円 

自
主
財
源（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
） 

依
存
財
源（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
） 

歳入  
 

歳 出  
２９４億１，６７０万円 ２９４億１，６７０万円 ２８３億５，８４４万円 ２８３億５，８４４万円 

４４．１％ 

５．３％ 
２．６％ 

２８．６％ 

９．３％ 

４．２％ 
３．３％ 

０．６％ 

０．５％ ０．９％ 

４４．１％ 

５．３％ 
２．６％ 

３９．３％ 

２１．１％ 

１０．９％ 

７．９％ 

７．５％ 

５．５％ 
３．９％ 
３．９％ 

３９．３％ 

２１．１％ 

１０．９％ 

７．９％ 

７．５％ 

５．５％ 
３．９％ 
３．９％ 

２８．６％ 

９．３％ 

４．２％ 
３．３％ 

０．６％ ０．６％ ０．６％ 

０．５％ ０．９％ 

平成２８年度決算状況（一般会計）


